葛南少年野球連盟　理事会
	【日時】
	2024/10/13 (日) 17:00~19:00
	【場所】
	富美浜ふれあい会館

	【配布資料】
	



Ⅰ　審判部体制について
　・市川市少年野球連盟の審判部は実働12名（土曜日は8名）の状況であり、葛南連盟からは
八城さん1名の状況だが、仕事の都合で参加出来ていない状況となる。
先日の県大会は２試合のため、計8名必要なところ６名で対応することとなった。
12/1の審判講習も受講いただき、藤田さんに審判部へ加入してもらうことになった。
葛南連盟の大会がバッティングした際は市川連盟理事を除く残りのメンバで対応してもらう
ことになる。

Ⅱ　ノーブルカップのブロック予選および市川予選について
・県大会の日程が前倒しとなり、２つの予選と酷暑の中での開催などが問題視されて前年の低学年
　大会優勝チームに出場権を与えるなどが検討されており、各ブロックで意見を集約して11月の
　市川連盟の役員・理事で検討することになっている。
・葛南連盟所属の各チームの意見としては、１年後の成長やチーム目標などを考えると現状のまま
　とすることが望ましい。
　対策として、案１）５月に各ブロック予選、６月（夏季前）に市川予選、案２）市川春季を
前倒して日程を確保するなどは検討できないか？

Ⅲ　葛南連盟の運営予算について
　　周年記念を開催できるように約30万の予算を繰り越してきたが、近年の物価上昇などによって、
　　厳しい状況が続いている。下記の継続や見直しについて議論したい。
　　・秋の教育リーグをこのまま継続するか？
・参加費3,000円ではメダル代だけでも赤字となっているので、5,000円に値上げできないか。
　（行徳連盟は年会費と施設負担を合わせて25,000円だが、葛南連盟は12,000円としている。）
・選手宣誓記念およびホームラン賞の継続について。
・南ブロックへの出資金50,000円を戻してもらう。
　（ライオンズ杯はそうめんやちゃんぽんの手数料などから今回は参加費を無しとなる。）
・大会運営日の昼食代、飲み物代などの見直し
・個人へ小口の協賛金を募る　など
＜決定事項＞
・メダルについては、優勝・準優勝チームが1個300円を負担することで、メダル授与は継続。
　（15個を超えるメダルは現状通り各チーム負担とする。）
　※トラバース杯は参加費にて章典関連は現状通り用意する。
・選手宣誓記念およびホームラン賞は現状通りとする。但し、選手宣誓記念の値段は見直しを
検討する。
・南ブロックへの出資金は戻してもらい、積立金の取り崩した分に充当する。
＜継続検討事項＞
・秋の教育リーグについては各チームで意見を11月末～12月初までに確認して、次回の理事会
で検討する。
・大会運営日の昼食代、飲み物代などの見直しも次回の理事会で検討する。

Ⅳ　連絡事項
・グラウンドの確保について
福栄スポーツ広場：市川連盟から空いた分を葛南に割り当ててもらっている。
塩浜学園：中学野球部顧問の村越先生との調整で割り当ててもらっている。
トラバース：葛南と行徳の両連盟で割り当てて利用しているが、トラバース社役員の仕事上の
付き合いから足立区のチームに11月から割り当てることになった。
※トラバースについてはこれ以上割り当てを減らされないように、葛南連盟で割り当ての
振替ができないときは、行徳連盟にも連絡（南ブロックメール）して空けないようにすること。
（行徳連盟にも同様に連絡済）
・えんぴつ公園の整備について
凹凸をどうにかして欲しいと今年２月と9月に市長へ依頼したところ、10/16(水)15:00～
公園緑地課（3名予定）と茂木理事長、藤田副理事長と見積りを取るための下見がある。
チームからの要望：ブルペンを整備できないか？ 

以上
